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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年5月1日(2014.5.1)

【公開番号】特開2012-36375(P2012-36375A)
【公開日】平成24年2月23日(2012.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-008
【出願番号】特願2011-145561(P2011-145561)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｂ  11/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｂ  11/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月13日(2014.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原料パルプを粉砕機により粉砕処理した後に、得られた粉砕処理物中のセルロースを、
モノハロ酢酸又はその塩及びアルカリ剤と４０～１００℃で反応させるカルボキシメチル
セルロースの製造方法であって、該粉砕機として容器駆動式媒体ミルを使用し、該モノハ
ロ酢酸もしくはその塩、及び／又はアルカリ剤を、該原料パルプの粉砕処理前又は粉砕処
理中に該原料パルプと混合する工程を有する、カルボキシメチルセルロースの製造方法。
【請求項２】
　粉砕処理前の原料パルプを構成するセルロースの平均重合度が１０００～５０００であ
る、請求項１に記載のカルボキシメチルセルロースの製造方法。
【請求項３】
　原料パルプとモノハロ酢酸又はその塩とを混合し粉砕処理する工程を有する、請求項１
又は２に記載のカルボキシメチルセルロースの製造方法。
【請求項４】
　原料パルプとモノハロ酢酸又はその塩とを混合し粉砕処理した後、アルカリ剤を添加し
更に粉砕処理する、請求項１～３のいずれかに記載のカルボキシメチルセルロースの製造
方法。
【請求項５】
　粉砕処理前の原料パルプにモノハロ酢酸又はその塩を含浸させる工程を更に有する、請
求項１～４のいずれかに記載のカルボキシメチルセルロースの製造方法。
【請求項６】
　原料パルプを構成するセルロースの無水グルコース単位に対するモノハロ酢酸又はその
塩のモル当量比（モノハロ酢酸又はその塩／無水グルコース単位）が０．３～３である、
請求項１～５のいずれかに記載のカルボキシメチルセルロースの製造方法。
【請求項７】
　粉砕処理物をモノハロ酢酸又はその塩及びアルカリ剤と反応させる際、水分量が乾燥原
料パルプ１００重量部に対して１００重量部以下である、請求項１～６のいずれかに記載
のカルボキシメチルセルロースの製造方法。
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